
 

 

 

 

 

 年度当初に行った「進路について知りたい情報」のアンケートにあった「家庭で取り組

める学習内容」について、「職業準備性ピラミッド」の視点からご紹介します。 

 

 

高等部を卒業後、社会人として生活していく中で必要な力が二つあると言われています。 

一つは仕事に就くための力。もう一つが長く働き続けるための力です。仕事に就くことは

できても、長続きすることが難しいときがあります。働き続けるために必要な力について

図で表しているのが、「職業準備性ピラミッド」です。どんな進路先を選んでも、健康管理

や生活リズムが整っていることが基本となります。 
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・基本的な生活リズム 

 

・お金の管理 

 

・余暇の過ごし方 

 

・身だしなみ 

 

 進路だより  
山形大学附属特別支援学校 

進路指導部 

第８号 

令和６年１１月２５日 

★職業準備性ピラミッドについて （進路の手引きｐ.１０より引用） 
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学校・就労先を 

中心に 

家庭を 

中心に 

「家庭で取り組める学習内容」として、職業準備性ピラミッドの下の２段、「健康管理」

と「日常生活管理」はぜひ御家庭を中心に取り組んでほしい項目です。学校で学習したこ

とを御家庭で日常的に取り組むことで定着する基礎的要素だからです。定着した力こそが、

就労に向けて活かせる力になりますので、ぜひ小学部から高等部までの日々の生活が卒業

後の力につながっていることを意識して過ごしてほしいと思います。 



 

 

 

 今年８月、山形市に生活介護事業所が開所しました。進路指導主事が見学して得た情報

を抜粋して以下に掲載いたします。 

御興味がありましたら、ぜひ見学していただければと思います。連絡帳等を通して担任

に見学希望先と希望日時の候補をお伝えください。なお、こちらの事業所はインスタグラ

ムでも情報を発信しています。 

 

名称 地域応援生活介護施設 ヤンバイダー 

運営母体 株式会社ヤンバイダー 

住所 〒990-0057 山形市宮町 4-21-20 

ｻｰﾋﾞｽの種類 生活介護事業所 

利用状況 職員数：５名  利用者数：４名（定員数２０名） ※令和６年８月オープン 

※看護師を３名配置しており、医療依存度の高い方の受け入れが可能である。酸素吸

入、経管栄養、喀痰吸引も対応可能。 

１日の流れ ・営業日は月～土曜日＋祝日。休業日は日曜日と年末年始のみ。 

・営業時間は８：３０～１７：３０。送迎車の出発が行き８：３０、帰り１６：３０

頃である。家族送迎であれば８：３０から１７：００頃まで利用は可能。 

・一日の活動の一例 

９：３０  体調確認 

１０：００  午前の活動（レクリエーションやケアタイムなど） 

１２：００  昼食 

１３：３０  午後の活動（創作活動やケアタイムなど） 

１５：３０頃 帰宅 

仕事内容 決まった活動は設定せず、利用者の状況に合わせて活動する。 

食事 あり（注文弁当） 

※キザミ食、ムース食、治療食にも対応可能。 

送迎 あり（距離は応相談） 

写真 

     

施設外観       施設内は広いワンフロア  ベッドのある個室 

 

★新事業所の紹介 
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